
◆開　会　
◆ロータリーソング「我等の生業」　

　　　　　　　　　「四つのテスト」

◆ゲスト紹介
国際ロータリー第２６８０地区　ガバナー　吉岡 博忠 様
　公式訪問担当　前田 隆則 様
　公式訪問担当　審良 和哉 様

◆歓迎歌

シェカール・メータ
２０２１‐２２年度国際ロータリー会長
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◆プログラム予定

１０月２９日（金） １１月５日（金） １１月１２日（金） １１月１９日（金）
卓話

「私とロータリーの関わり」
㈱ソネック

グエン ティ トゥイ ハー様
米山奨学委員会担当

休　会
定款第７条第１節（d）による

臨時総会

次年度理事役員指名

委員会設置の件

プロバスクラブとの

合同例会

高砂プロバスクラブ

例　　　会　　　記　　　録　（2021．10．22（金））　　通算3，287回

クラブ会長方針
　　“つながりを大切に”
　① 明るく楽しいクラブに
　② ロータリーの仲間を増やそう
　③ 例会から親睦から学びを

ガバナー　吉岡 博忠 様

公式訪問担当　審良 和哉 様公式訪問担当　前田 隆則 様



◆出席報告
本　日１０月２２日　　会員数３６名　　出席者　　２６名　　出席率８３.８７%
前々回１０月　１日　　会員数３６名　　修正出席者３４名　　出席率９４.４４％　

◆ＭＡＫＥ－ＵＰ
西田　州応会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ １０月１４日（１０月８日）
丸山　恵右会員　　地 区 大 会 　２月２３日（１０月１日）

◆Ｓ．Ａ．Ａ．（ニコニコ箱報告）
ガバナー　吉岡　博忠様
後藤　純次会長……吉岡ガバナー、前田様、審良様、ようこそお越しいただきました。
 よろしくお願い致します。
丸山　恵右会員・坂井　智代会員……吉岡ガバナーようこそ高砂へ。
新井　哲三会員……吉岡ガバナーをお迎えして！！よろしくお願い申し上げます。
山名　克典会員……配偶者誕生日のお祝いありがとうございました。
坂牛　　裕会員……結婚記念日のお祝いありがとうございました。
髙畑　健一会員……出席１００％のお祝いありがとうございました。

◆幹事報告

◎国際ロータリー日本事務局より
・財団室NEWS（資金モデルの変更のお知らせ）が届い

ています。
・日本経済新聞社１０月２２日朝刊全国版に１面でロー

タリーの広告が行われました。
・「ハイライトよねやま」が届いています。
・「ロータリー１００年史」購入依頼がきています。
◎２６８０地区ガバナー事務局
・「佐賀長崎豪雨災害支援金」をガバナー事務局へ送金し

ました。
〈例会変更のお知らせ〉
○明　　石ＲＣ　１１月２４日　休会
　　　　　　　　１２月　８日→１２月　５日　クリスマス親睦家族例会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：ホテルキャッスルプラザ
　　　　　　　　１２月２９日　休会
　　　　　　　　　１月１２日　休会
○高砂青松ＲＣ　１１月　３日　休会
　　　　　　　　１１月２４日　休会

高木 史郎 幹事



○加 古 川ＲＣ　１０月２６日→１０月２８日　３クラブ合同例会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：加古川プラザホテル２階
　　　　　　　　　１１月　９日　会場変更　於：加古川プラザホテル
　　　　　　　　　１１月２３日　休会
○姫 路 南ＲＣ　１０月２５日　職業奉仕フォーラム　１６時〜
　　　　　　　　　　　　　　　　ほろにが会　　　　　１８時〜
　　　　　　　　　　　　　　　　於：ホテル日航姫路
○加古川平成ＲＣ　１１月　３日　休会
　　　　　　　　　１１月１０日　会場変更　於：加古川プラザホテル
　　　　　　　　　１１月２４日　休会
◎その他

◆会長の時間
　本日は国際ロータリー第２６８０地区ガバナ―吉岡博忠
様の公式訪問日です。例会開始前に吉岡ガバナ―と懇談
のお時間を頂戴し、三つのことをご説明いただきました。
　一つ目は戦略計画について
　二つ目は定款と細則について
　三つ目に危機管理について
　新たに学ぶことが多く、教えて頂いたことを今後会長
の時間並びに卓話でお伝えしていきたいと思います。
　本日２２日の日本経済新聞朝刊にロータリークラブの
広告が掲載されていましたが、ガバナ―公式訪問日と重なりこれも何かの縁なのかなぁと
思います。
　この広告にてロータリーの活動を広め、ロータリーの魅力を知っていただき、我々若い
世代から、次の若い世代へロータリーの魅力をもっと伝え、会員増強に向けて取り組んで
いければと思います。

◆本日のプログラム

「クラブアッセンブリー」　ガバナー公式訪問　

国際ロータリー２６８０地区ガバナー　吉岡 博忠 様　

　１９５３年創立を迎えられる高砂ロータリークラブ様を訪問させていただけることを光
栄に存じます。
　宜しくお願いいたします。
　本日の訪問に際しまして、深川純一 PDG の伊丹クラブ例会での 3 分情報（純ちゃんの
コーナー）と年 2 回開催していました、全国から多くのロータリアンが参加いただいてい

後藤 純次 会長



た 15 回の講演集を、謹呈申し上げます。本合本
はクラブ運営またロータリーの理念、歴史を学
ぶには最適の書と存じます。伊丹クラブが３年
前の６０周年記念事業として計画いたしていま
したが、読みやすくするための校正に若干の修
正を加えていますが、本旨は変更していません。
この作業が思いの外時間がかかり、やっと今日
お届けできた次第です。

　ＲＩ会長テーマとガバナー行動指針をご報告させていただきます。
シェカール・メータ氏ＲＩ会長テーマ
　カルカッタ–マハナガル・ロータリークラブ（インド、西ベンガル州）に所属するメー
タ氏は、ロータリー国際協議会中の２月１日、次期地区ガバナーに向けて２０２１−２２
年度の会長テーマ SERVE TO CHANGE LIVES「奉仕しよう　みんなの人生を豊かにす
るために」を発表しました。
　「人のために世話をし、奉仕することが最良の生き方。なぜなら、その経験を通じて誰
かの人生だけでなく、自分の人生を豊かにできるのだから。ロータリーでの奉仕プロジェ
クトへの参加を通じて自身が人間として成長したことに触れたメータ氏は、その経験を通
じてほかの人のニーズに目を向けるようになったと述べました。また「ロータリーが私の
心に火をつけました」自分の身の回りを超えたところに目を向け、人類全体を考えるよう
になりました」とメータ氏。「奉仕が私の生き方となったのです。多くの方々と同じよう
に、“奉仕とは、自分がこの地上に占める空間に対して支払う家賃である”という信条を
持つようになりました」と語り、各クラブが「ロータリー奉仕デー」を実施することを求
め、測定可能・持続可能なインパクトをもたらす奉仕プロジェクトへの会員の参加意欲を
引きだすよう呼びかけました。
　多様性と会員基盤の向上に焦点を当て、会員が女子のエンパワメントに力を注ぎ、教
育、リソース、奉仕、機会など、未来の女性リーダーの成功に必要な手段を与えてほしい
と述べました。その上で、多様性、公平さ、開放性に対するロータリーの信念を会員が活
動の指針とすることが大切であると語りました。奉仕を通じて大きなインパクトをもたら
すには、ロータリーの会員基盤を広げる必要がある、とメータ氏。全世界の会員数は、過
去 20 年間、約 120 万人のまま横ばいです。このため、2022 年 7 月 1 日までに 130 万人に
増やすことを目指して地区で率先して活動するよう呼びかけました。メータ氏の「Each 
One, Bring One」（みんなが一人を入会させよう）は、全会員がロータリーに一人を入会
させることを求めるイニシアチブです。 
　会員基盤を広げながら、ポリオ根絶活動、Covid-19 との闘い、地域社会への奉仕を続
けていくのは野心的な目標であることを認めた上で、「だからこそ皆さんの意欲が駆り立
てられるでしょう」とメータ氏。「挑戦に立ち向かうのがロータリアンだからです」と締
め括りました。

ガバナー 吉岡 博忠 様



会　長：後藤　純次　　　　　　幹　事：高木　史郎　　　　　雑誌会報委員長：谷川こずえ
例会日時　毎週金曜日12時30分より　　　　　　　　　　　例会場　高砂商工会議所２階会議室
高砂ロータリークラブのホームページのＵＲＬ   　  　　    http://takasagorc.starfree.jp/

ガバナー行動指針
　今年度のガバナー行動指針を “ For the dynamic Leaders of futures with Rotary ” 

「ロータリーとともに活力に満ちたリーダーを育てるために」とさせていただきました。 
　このような感染拡大ののなかで巣ごもりするのではなく、あらためて「親睦」と「奉仕」
の実践のための「学び」にスポットを当て、リーダーの「人材育成」を標榜させていただ
きます。
　ロータリアンのみならず、ロータリアンに関わる全ての人 （々従業員、関係団体等々）が、
行動的、力強い、生き生きとした、活力に満ちたリーダーを育てるためにとしました。
　「人材育成」はロータリーの大きなターゲットの一つであり、個人倫理の確立、人間の
魂のあり方を問い、人を育てる核心は、穢れ無き魂を持った人を育てること、どのような
人をどのように育てるかが最も大切であると考えます。
　地区・クラブリーダーの皆様へ期待を込めてのお願いです。
　ロータリーの全てのプログラムが人材育成に繋がります。これを意識しないと忘れ去ら
れているのが現状です。私たちはこの機会に恵まれたロータリアンは自らを体現すること
によって「人材育成」をお願いいたします。あらためて「親睦」と「奉仕」の実践のため
の「学び」にスポットを当て、リーダーとしての「人材育成」をスローガンとさせていた
だきます。
　これはロータリアンのみならず、ロータリアンに関わる全ての人々、従業員、関係団体
等々・Dynamic・動的な、力強い、生き生きとした、活力に満ちたリーダーを育てるため
にとしました。
　現下の感染状況で、フェスタ等運営や奉仕プロジェクトの具体的な目標や進行管理は、
地元自治体の措置指示を遵守しつつ実施いたしますが、決して巣ごもりするのではなく、
全てのプロジェクトの進行にあたって、「人材育成」を意識した運営をお願いいたします。
この「不自由を自由に楽しむ」心意気がロータリアンの真骨頂であると確信しています。


